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諸言

ヒアルロン酸（ＨＡ）は、ムコ多糖の一種でＮ
‐アセチル‐Ｄ‐グルコサミンとＤ‐グルクロン
酸が直鎖状に連なった分子量数百万の高分子化合
物である。ＨＡは、ヒトをはじめ脊椎動物の組織
中に広く分布しており、皮膚や関節、眼球に多く
含まれ、皮膚では肌の乾燥を防ぎ、眼球では硝子

体の緩衝作用や組織形状を維持する役割を担って
いる。１ｇで６ｌの水を保持する能力を有するＨ
Ａは、生体の水分保持に重要であるが、その新た
な利用法については多くの可能性を秘めており、
美容や老化防止、貧血や関節症、リウマチの改
善、活性酸素の消去、傷の治癒速度を速めるな
ど、健康の維持とも深い拘わりを持ってい
る 1～4）。しかし、加工食品への利用については、
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Synopsis

The chemical compositions of low-molecular weight （low-MW） hyaluronic acid （HA） from comb and the effect of keeping 

moisture contents on skin by a clinical test were investigated.  The low-MW-HA prepared from comb contained the following 

components: moisture 2.2 ～ 2.6%, nitrogen 3.84%, total protein 3.04%, free amino acid 4.08%, N-acetyl-D-glucosamine 0%, HA 13.4% 

and dextrin （food additives） 75.0%.  The main components of the low-MW-HA were two components, MW 1,500 （47%） and MW. 

5,000 （33%）. 

We studied the effect of low-MW-HA （Will-HA） on the effect of keeping moisture contents of skin by a clinical test.  The clinical 

test was done in a national hospital in the Peoples Republic of China in 2006.  As a result, it was shown that the low-MW-HA have 

the effect of keeping moisture in the skin.
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タンパク質ゲル化食品（蒲鉾、うどん、チーズな
ど）の物性への影響や水分保持効果について検討
され、ゲル化強度に影響を与えずに保水性が高ま
ることが明らかにされている以外、ほとんど研究
されていないのが現状である 5）。

最近、この高分子ＨＡを塩酸による分解や酵素
処理技術を用いて低分子化した低分子ＨＡが開発
され、医薬品や化粧品、健康機能性食品への応用
研究が盛んにおこなわれるようになってきた。低
分子化の主な目的は、高分子ＨＡの吸収性や浸透
性を向上させるためであるが、低分子化の際の条
件によってどの程度まで分解されているのか、不
明な部分も多い。また、現在商業ベースで利用さ
れているＨＡは、鶏冠由来のものが中心である
が、 乳 酸 菌 Streptococcus zooepidemicus ATCC 
39920 が生産する微生物起源のＨＡ 6）が開発さ
れ、化粧品の原料などに利用されるようになって
きた。

本研究では、ＨＡを主成分とする鶏冠由来の均
質物を、プロテアーゼを中心とした食物由来の酵
素類処理で低分子化した低分子ＨＡを調製した。
さらに、この低分子ＨＡに食品添加物用デキスト
リンを 3 倍等量（重量比）加えた粉末状の低分子
ＨＡ（商品名：Ｗ－ＨＡ）を実験材料に使用し
た。実験では、まず、このように調製した低分子
ＨＡの化学成分および分子量分布などについて検
討した。あわせて、ヒト皮膚の水分改善効果（保
湿効果）について実施したＷ－ＨＡ（低分子Ｈ
Ａ）のヒト経口臨床試験結果について報告する。

研究材料と方法

1．低分子ヒアルロン酸およびそのカプセルの調製
低分子ＨＡ粉末（鶏冠をプロテアーゼを中心と

した食物由来の酵素類で分解処理し、食品添加物
用デキストリンを 3 倍等量添加）は（株）らいむ

（東京都世田谷区）で調製した。経口臨床試験に
は、低分子ＨＡ粉末をゼラチンカプセルに封入
し、服用しやすくした試料（株式会社ウイル・
サーチ社にて調製）を使用した。

2．W-HA（低分子ＨＡ）の成分分析
1）水分含有量の測定

水分含有量は、Ｗ－ＨＡの１ｇを 105℃、3 時
間加熱乾燥し、精密天秤で恒量を求め定量した。

2）全窒素の定量
全窒素はＡＯＡＣ法に基づくセミミクロケル

ダール法 7）によって定量した。
3） 遊離アミノ酸の定量およびアミノ酸組成の分
析

総遊離アミノ酸量は Ninhydrin 法 8）によって定
量した。定量には標準アミノ酸としてロイシンの
検量線を作成し使用した。また、遊離アミノ酸の
組成は、Ｗ－ＨＡの 50mg を蒸留水に溶解し、
ロータリーエバポレーター（60℃）で減圧乾固さ
せ、0.02N 塩酸 5ml で溶出し、ろ紙でろ過したの
ち、滅菌フィルターでろ過したろ液の 50 μ l を
生体分析用カラムを装着したアミノ酸自動分析機

（日立Ｌ－ 8500 型）で分析した。一方、Ｗ－ＨＡ
50mg を 0.02 Ｎ塩酸 5ml で溶出し、ろ紙でろ過し
たのち、滅菌フィルターを通したろ液を直接アミ
ノ酸自動分析する試験区も設けた。
4）タンパク質の定量

タンパク質含有量は Lowry 法 9）によって決定
した。標準検量線の作成には牛血清アルブミンを
使用した。
5）N- アセチル‐Ｄ‐グルコサミンの定量

Ｎ - アセチル‐Ｄ - グルコサミン含有量は
Morgan-Elson 法 10）で定量した。
6）グルコサミノグリカンの定量

2‐ニトロフェニルヒドラジンカップリング法 11）

による比色定量法で分析した。標準検量線の作成
には鶏冠由来 HA ナトリウム（HARC, 和光純薬
から購入）および Streptococcus zooepidemicus 由
来の HA ナトリウム（HASZ, 和光純薬から購入）
を用いた。
7）低分子ＨＡ（W-HA）の分子量測定

示差屈折計（Shimadzu 製、RID-10A 型）を装
着した高速液体クロマトグラフィー（HPLC、
Shimadzu 製）によって W-HA の分子量を推定し
た。カラムに TSKgel G-2,500PWxl （7.8mmID x 
30cm）、移動相（流速 1ml/ min）として、水を
用いて分析を行った。分子量マーカーには分子量
400、1,000、2,000、6,000 の 4 種のポリエチレン
グリコール（Aldrich 製）を用いた。

3． ヒトを対象にした低分子ＨＡカプセルの経口
投与臨床試験の方法

1）観察の対象と方法
臨床実験は検査を依頼した中国疾病予防規制セ
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ンター　栄養・食品安全局　北京中医薬大学東直
門病院で 2006 年に実施された。被験者の年齢は、
38 歳から 51 歳で、投与群の有効被験者は 52 名
中、女性が 48 名、平均年齢は 44.79 ± 6.44 歳、
対照群は 55 人中、女性 42 名、平均年齢は 45.53
± 5.59 歳であった。皮膚水分≦ 12、ランダム数
字表を使用してランダム対照デザインを行い、投
与群と対照群に分けた。

被験者の選択基準は健康で、心臓、脳、血管、
肝臓、腎臓、造血システム関係の疾患および精神
病の病歴のないヒトとし、試験の前に、胸部 X
線、B 超音波、心電図、血液検査、尿検査、血液
生化学検査などの項目を含んだ全身の健康診断を
行い、不合格者は除いた。試験に参加する被験者
は、試験期間中に医薬品、健康食品および化粧品
を一切使用しないこととした。なお、被験者排除
の基準としては、妊娠または哺乳中の女性、アレ
ルギー性体質、心臓、脳、血管、肝臓、腎臓、造
血システム関係の疾患および精神病の合併症病歴
を持つ者、短期間内に本試験結果に影響し、試験
の効能項目に関係のあるものを投与している者、
試験の要求にしたがって服用しなかった者などと
した。

なお、本研究は中国疾病予防規制センター　栄
養・食品安全局　北京中医薬大学　東直門病院生
命倫理委員会の承認を得て実施された。
2）投与方法

低分子ＨＡの投与は、指示された方法と用量
（1 カプセル中に低分子ＨＡは 70mg を含み、被
験者には 1 日 2 回、1 回 2 カプセル、1 日合計 4
カプセルを 30 日間、連続経口投与した）に従っ
て行い、対照群はカプセルのみ（プラセボ）を投
与した。試験期間中の食事や生活習慣などは変え
ないこととした。
3）観察方法

ヒトに対する肌の保湿作用効果試験として角層
水 分 量 測 定 と 肌 の ｐ Ｈ 値 測 定（ ド イ ツ 製、
SHP88Type）を行った。観察と測定は、広くて
風通しの良い場所で、安定した温度と湿度の環境
で実施した。検査部位は額の眉の間とし、まず蒸
留水で濡らした清潔な綿で検査部位を洗い、拭き
取ってから 15 分以内に皮膚の水分とｐ H 値を測
定した。測定は同一の者が行った。なお、一般項
目として、投与前と投与後の食事、睡眠、排泄
物、精神状態などを観察し、記録した。血液検査

では HB （ヘモグロビン血色素量、g/dl）、WBC （白
血球数、μ l）、RBC（赤血球数、 万 / μ l）、BUN

（尿素窒素、mM/l）、CR （クレアチニン、μ M/l）、
TP（総蛋白量、g/dl）、ALB（アルブミン、g/
dl）、ALT （GPT、Ｕ /l, 37℃）、AST （GOT、U/l, 
37℃）、総ビリルビン量（mg/dl）、CHO（コレス
テロール、mM/l）、TG （中性脂肪、μ M/l）、
HDC（HDL コレステロール、μ M/l）を測定し
た。さらに、 尿検査、血液生化学検査などの項目
について、投与前と投与後の測定データを比較し
た。
4）判断の基準およびデータの統計分析

得られたデータの統計分析には、一般統計用ソ
フトウエアーの SPSS10.0 を使用してデータを計
算・分析した。グループ間の比較はｔテストを行
い、同じグループの投与前と投与後の比較は対合
t テストを行った。

結果および考察

1）低分子ＨＡ（Ｗ－ＨＡ）の一般成分
ヒアルロン酸（ＨＡ）は動物の体内のあらゆる

部分に存在するグルコサミノグリカンのひとつ
で、高い水分保持機能を有し、細胞間隙に水分を
取り込みゼリー状のマトリックスを形成して水を
保持する機能を持つ。また、細胞組織そのものを
保護し、細菌感染を防止する作用も持ってい
る 8）。このように、ＨＡは皮膚の瑞々しさや潤
い、張りの維持に機能する重要な成分であるが、
その分子量が 80 万～ 120 万と極めて巨大で、直
接塗布しても、あるいは食しても吸収が容易では
なく利用にあたってはこの点が大きな問題点で
あった。

そこで、吸収性をよくするために、高分子の
HA を低分子化する試みが近年盛んに行われるよ
うになってきた。ＨＡの低分子化は低濃度（0.1 
～ 6N）の塩酸で加熱（50 ～ 70℃）分解する方
法、ヒアルロニターゼで酵素分解する方法、プロ
テアーゼと併用する方法、自己消化法、あるいは
それらを組み合わせて分解処理する方法などが試
みられている。しかし、低分子化によって得られ
る分子量は 80,000 という高分子からわずか 411
の単量体まで使用する分解方法や分解条件により
極めて多岐にわたっている。また、そのいずれも
が特許の対象で、公表されていない部分も多く、
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詳細は不明である。
著者らは、プロテアーゼを中心とした食物由来

の酵素類で処理した低分子ＨＡを使用した。鶏冠
由来低分子ＨＡは、わずかに粘質性を帯びた溶液
状であるが、これを真空凍結乾燥した。しかし、
高濃度では加工食品などに使用しにくいことか
ら、健康機能性成分や食品への応用と保存性の観
点から、食品添加物用デキストリンを 3 倍等量

（重量比）添加し、乾燥粉末状とした（Ｗ－Ｈ
Ａ：ウイルヒアルロン酸）。

表１  低分子ヒアルロン酸（低分子HA, W-HA）の一般成分

％
水分 2.2 ～ 2.6
窒素 *1 3.84
総タンパク質 *2 3.04
遊離アミノ酸 *3 4.08
N- アセチルグルコサミン *4 0
デキストリン（食用添加物用）*5 75.0

*1. セミ - マイクロケルダール法　　*2. ローリー法
*3. ニンヒドリン法　　*4. モーガン - エルソン法
*5. 実用上 W-HA に加えた量

表 1 は、このように調製した低分子ＨＡ（Ｗ－
ＨＡ）の分析結果である。Ｗ－ＨＡは食品に利用
することを考慮し、表に示すように食品添加物用
のデキストリンが 75％添加されている。水分は
2.2 ～ 2.6%、セミミクロケルダール法 7） による総

窒素含量は 3.84% であった。また、Lowry 法 9） 

で求めた総タンパク質含量は 3.04%、Ninhydrin
法 8） による遊離アミノ酸の総量は、4.08% であっ
た。なお、ヒアルロン酸の最小単位はグルクロン
酸と N- アセチルグルコサミンのそれぞれ 1 分子
が結合した分子量 411 である。今回使用した低分
子ＨＡが、グルクロン酸と N- アセチルグルコサ
ミンにまで分解が進んでいないことを確認する目
的で、Morgan-Elson 法 10）により分析した。その
結果、Ｎ - アセチルグルコサミン含量は 0% で、
ヒアルロン酸の分解物は全く存在しなかった。
2） 低分子ＨＡ（Ｗ－ＨＡ）中に含まれる遊離ア
ミノ酸組成

遊離アミノ酸組成は、表 2 に示した。タンパク
質構成アミノ酸を含む遊離アミノ酸の 25 種類が
同定された（同定アミノ酸比率 57.36%）。しか
し、未同定のアミノ酸ピークも多数あり、未同定
アミノ酸の総量は 42.64% であった。

低分子ＨＡ中の遊離アミノ酸では、イソロイシ
ン 6.27%, β - アミノイソ酪酸 5.45% の含有量が
多く、ついで、アラニン 3.52%、タウリン 3.30%、
フ ェ ニ ル ア ラ ニ ン 3.30%、 ア ス パ ラ ギ ン 酸 
2.94%、シスチン 2.78%、チロシン 2.65% などが
多く含まれていた。シトルリン 0.92%、1- メチル
ヒスチジン 0.78% などは少なかった。また、必須
アミノ酸のバリン、トリプトファン，ヒスチジン

表 2　低分子W-HA（HA）の遊離アミノ酸組成

アミノ酸 含有％ アミノ酸 含有％
ñ- セリン 1.71 シスチン＊ 2.78
タウリン 3.30 ロイシン＊ 2.26
アスパラギン酸＊ 2.94 イソロイシン＊ 6.27
スレオニン＊ 1.30 チロシン＊ 2.65
セリン＊ 2.20 フェニルアラニン＊ 3.30
グルタミン酸＊ 2.18 â- アミノイソ酪酸 5.45
グルタミン 0.48 オルニチン 1.05
ザルコシン 1.81 リジン＊ 1.17
グリシン＊ 2.26 1- メチルヒスチジン 0.78
アラニン＊ 3.52 アンセリン 1.92
シトルリン 0.92 アルギニン＊ 1.93
á- アミノ酪酸 2.18 同定総アミノ酸 57.36
システイン＊ 1.03 未知アミノ酸 42.64
メチオニン＊ 1.97

＊タンパク質構成アミノ酸を示す。
必須アミノ酸：バリン、ロイシン、イソロイシン、スレオニン、シスチン、メチオニン a）、リジン c）、フェニルアラニン b）、
トリプトファン、ヒスチジン、アルギニン c）、チロシン b）、システイン a）  

a）、b）、c）は置き換え可能なアミノ酸
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は検出されなかった。
3） 鶏冠由来低分子ＨＡ（Ｗ－ＨＡ）中のヒアル
ロン酸含有量

高速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）を用
いた方法で分析した。分子量マーカーにはポリエ
チレングリコール（PEG） を用い詳細な分析を
行った結果、図１A，B に示したようにＷ－Ｈ
Ａは、分子量 5,000 と 1,520 の２成分を主成分と
する低分子ＨＡであった。さらに、表３に示すよ
うに量的には少ないが、それより低分子の３成分

（分子量　1,140, 760, 380）を含んだ合計５成分か
ら構成されることが明らかになった。

また、表 3 は、食品添加物用デキストリン 3 倍
等量を混合したサンプルとデキストリンのみのサ
ンプルをそれぞれＨＰＬＣで分析し、デキストリ
ンのピーク面積を差し引いて算出した本ＨＡの分
子量分布とそれらの含有比率を示した結果であ
る。低分子ＨＡは、推定分子量 5,000, 1,500, 1,140, 
760 および 380 の 5 種類からなり、ＨＡの構成単
位数は、ＨＡ１単位の分子量約 400 として推定す
ると、それぞれ、13 ～ 14、4、3、2 および 1 分
子と算出された。また、これらの重量比構成は分
子量の大きい順に 33％ , 47％ , 10％ , 6％および
4% で、主要成分は分子量 1,500 程度の 4 分子成
分と分子量 5,000 程度の 13 ～ 14 分子成分の 2 成
分からなることが明らかになった。なお、ＨＰＬ
Ｃ分析結果から算出した低分子ＨＡの含有％は、
Ｗ－ＨＡ中 13.4% と算出された。

さらに、グルコサミノグリカンの定量法として

有用な Murata et al. の方法 11） に従い、2 －ニト
ロフェニルヒドラジンカップリング法によって、
Ｗ－ＨＡ中のＨＡ含有量の分析を試みた。しか
し、 鶏 冠 由 来 の ヒ ア ル ロ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 

（HARC） の検量線にもとづいた定量値は 30.23% 
（302.3 μ g/mg）、乳酸菌由来のヒアルロン酸ナ
トリウム （HASZ） の検量線にもとづくと 32.36% 

（32.36 μ g/mg）となり、実際の含有量（最大で
も 25%）をはるかに超える高い定量値を示してし
まった。従って、本分析法ではＷ－ＨＡ中に含ま
れる他の成分が定量値に大きく影響することがわ
かり、他の成分の排除方法についても検討した
が、満足する値を得るには至らなかったことを付
け加えておきたい。
4） 皮膚水分とｐＨ値測定結果

ヒト肌に対する保湿作用評価試験としては角層
水分量測定、油分量測定、経表皮水分蒸散量測定
などがある。また、肌の状態を評価するために
は、きめ測定、シワ測定、肌のｐＨ測定、皮膚粘
弾性測定、肌表面温度測定、テープストリッピン
グ角層診断および顔画像解析装置による診断など
が行われる。今回の臨床試験では、角層水分量測
定および肌のｐＨ測定を行なった。

角層水分量は角質層に含まれる水分量を測定す
るもので、高い数値は潤いのある滑らかな美しい
肌を示す。具体的には Cutometer を用い、角質
水分量をキャパシタンス値で表現する。潤いのあ
る滑らかで美しい肌では 65 ～ 75 キャパシタンス
前後を示し、キャパシタンス 45 以下では水分不

図１　低分子ＨＡのＨＰＬＣ－ＧＰＣ

　　　分子量マーカー：ポリエチレングリコール（ＰＥＧ：a）400,
 b） 1,000, c） 2,000, d） 6,000
　　　カラム：TSKgel G2500PWxl （ 7.8 x 30 cm, TOSOH）
　　　分析条件：1.0 ml / min, 40℃
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足の乾燥した肌の状態をあらわす。一方、肌のｐ
Ｈは皮膚表面の皮脂膜のｐＨを指し、健康な肌で
はｐＨ 4.5 から 5.7 の弱酸性を示す。しかし、肌
が荒れ、不健康な場合はこの値よりより酸性（ｐ
Ｈ 4.3 以下の酸性）に、あるいはよりアルカリ性

（ｐＨ 6.0 以上のアルカリ性）にシフトすること
が知られている。また、男性と女性では若干異な
り、男性ではわずかながら女性よりｐＨは酸性側
を示す。

今回の被験者に対する皮膚検査の結果を表４に
示した。投与群、対照群とも投与前の角質水分量
は 45.60 ～ 46.00 キャパシタンスを示したが、30
日間の投与後では投与群のキャパシタンス値の上
昇が著しく 67.53 を示した。これに対し、対照群
の投与後ではキャパシタンスの著しい上昇はなく
対照群との間に明らかな差が生じ、低分子ＨＡ投
与の効果が認められる結果を得た（ｐ＜ 0.01）。
また、肌のｐＨについては、投与群と対照群で
は、投与後にｐＨ値に明らかな差が認められた。
また、投与後の投与群と対照群との差は統計学上
で有意差ありと判断した。すなわち、投与群の被
験者は投与後に皮膚の水分値が上昇し、対照群と
の間に明らかな差が確認された（ｐ＜ 0.01）。

高分子 HA は１ｇで６ｌと驚異的な保水力を
持つことから、点眼薬や関節内注入医薬品、皮膚
の潤いを保つ高級化粧品成分として広く使用され
ている。石井ら 12）は皮膚の保湿性に及ぼすＨＡ
ナトリウムの効果について報告している。彼ら
は、皮膚の保湿性をラットと健常人の皮膚角層コ

ンダクタンスの変化で評価している。そして、Ｈ
Ａナトリウム（0.015%） をヘアレスラットに塗布
すると、精製水塗布（対照）に比較し、皮膚の水
分保持能が向上し、保湿性の改善効果が認められ
ることを報告している。また、梶本ら 13） は平均
年齢が 27 歳前後のヒトを対象とした乾燥肌に対
するＨＡ含有食品（240mg/day） の 6 週間にわた
る臨床試験を実施し、経口摂取による皮膚状態の
改善効果が認められることを報告している。これ
らの二つの報告はいずれも鶏冠由来の高分子ＨＡ
について行われた試験結果である。一方、吉田
ら 14） は、微生物発酵由来の高分子ＨＡ 6） を含ん
だ食品のヒト乾燥肌に対する改善効果について検
討し、皮膚の水分値が食品を摂取して 3 週間から
上昇を始め、8 週間後に最も効果的で、有意な改
善を示したことを報告している。

このように、高分子ＨＡについては多くの報告
がみられる。しかし、それを肌への浸透性や吸収
性の向上を目的に低分子化されたＨＡについて
は、このような検討はほとんどないのが現状であ
る。著者らは中国北京の国立病院に依頼し、鶏冠
由来の高分子ＨＡを著者らが酵素処理によって低
分子化し、その分子量分布を明らかにした低分子
ＨＡの経口臨床試験を実施した。この臨床実験
は、かなり大がかりなもので、被験者の人数も
100 名を超えるもので、30 日間にわたる試験でそ
の投与効果が明らかになった。今後はこの低分子
ＨＡの健康食品や加工食品への利用について検討
する予定である。

表 3　低分子HAの推定分子量，構成単位数および構成重量比率

Peak No. 1 2 3 4 5
推定分子量 5,000 1,520 1,140 760 380
構成単位数 13 ～ 14 4 3 2 1
構成重量比（％） 33 47 10 6 4

ニワトリ鶏冠分解物に食品添加物用デキストリン 3 倍等量を添加したサンプル A とデキストリン
のみのサンプル B をそれぞれ HPLC 分析し，差し引いて算出した．

表４　ヒトの皮膚水分・pH値に及ぼす低分子HA投与の影響

グループ 人数
角質水分量（キャパシタンス値） 肌の pH

投与前 投与後 投与前 投与後
投与群 52 46.00 ± 9.75 　67.53 ± 18.60*# 5.20 ± 0.64   5.53 ± 0.64*#
対照群 55 45.60 ± 7.90 55.04 ± 18.33 5.10 ± 0.63 5.24 ± 0.61*

 *:　同一群の投与前と投与後の比較　 p<0.01
#:　投与群と対照群の比較　 p<0.01
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5） 一般血液検査、血液生化学検査結果

なお、経口臨床試験に参加した被験者の一般血
液検査や血液生化学検査の結果は表５に示した。
低分子ＨＡ投与群および対照群の投与前と投与後
の被験者の検査結果は、いずれも正常範囲内を示
し、低分子ＨＡ投与の影響は認められなかった。
また、胸部レントゲン検査結果、心電図および超
音波の診断結果にも、影響を及ぼさなかった。

以上の結果から、投与群の被験者に低分子ＨＡ
を 30 日間連続服用させた結果、角層水分量およ
び肌のｐＨ値に服用前とは明らかな差が認めら
れ、本剤が皮膚保湿改善効果を持つことが明らか
になった。また、本試験の 30 日にわたる投与で、
人体に有害な影響は認められなかった。

要旨

鶏冠由来低分子ヒアルロン酸（低分子ＨＡ）の
化学成分分析とヒト肌への臨床試験による保湿効
果について検討した。低分子ＨＡは 2.2％の水分、
窒素 3.84％、総タンパク質 3.04％、遊離アミノ酸
4.08％を含んでいた。また、Ｎ - アセチル‐Ｄグ
ルコサミンは含まず、ＨＡ含有量は 13.4％であっ
た。また、加工食品への利用を考慮し、全体の

表５　低分子HA投与前後の血液性状

観察項目
投与群 対照群

投与前 投与後 投与前 投与後
HB （g/dl） 12.63 ± 1.36 13.28 ± 1.38 13.07 ± 1.94 13.30 ± 1.58
WBC （個 /µl） 5900 ± 1340 6250 ± 1430 6280 ± 1270 5990 ± 1320
RBC （万 /µl） 419 ± 410 427 ± 400 440 ± 460 428 ± 460
BUN （mM/l） 4.67 ± 1.12 4.87 ± 1.34 4.92 ± 1.09 5.20 ± 1.30
CR （µM/l） 71.25 ± 13.86 64.34 ± 13.74 76.18 ± 17.44 64.86 ± 11.41
TP （g/dl） 7.5 ± 0.44 7.53 ± 0.38 7.61 ± 0.34 7.50 ± 0.51
ALB （g/dl） 4.68 ± 0.23 4.73 ± 0.17 4.74 ± 0.18 4.70 ± 0.34
ALT （U/l,  37℃） 20.00 ± 14.25 20.39 ± 7.95 26.95 ± 21.12 25.35 ± 9.75
AST （U/l, 37℃） 22.86 ± 6.71 21.92 ± 5.07 27.76 ± 12.52 22.91 ± 6.66
総ビリルビン量 （mg/dl） 1.06 ± 0.57 1.21 ± 0.34 1.01 ± 0.45 1.05 ± 0.30
CHO （mM/L） 4.63 ± 0.75 4.72 ± 0.66 5.02 ± 0.87 4.97 ± 0.75
TG （µM/L） 1.53 ± 1.01 1.26 ± 0.53 1.69 ± 0.92 1.20 ± 0.41
HDC （µM/L） 1.43 ± 0.29 1.34 ± 0.28 1.55 ± 0.28 1.37 ± 0.26
一般尿検査 正常 正常 正常 正常

表 5 に示された各数値は正常範囲内である．
検査は，中国疫病予防規制センター栄養・食品安全局北京中医薬大学東直門病院で 2006 年に実施された．

75% になるように食品添加物用デキストリンを
添加した。本低分子ＨＡの主要構成成分は、分子
量 1,500（47％）と分子量 5.000（33％）の 2 成分
で、その他により低分子の 3 成分の計 5 成分で
あった。さらに、2006 年、中国北京市の国立病
院で臨床試験を実施し、ヒトの肌に対する保湿効
果を検討した結果、低分子ＨＡが肌の保湿改善効
果を持つことが明らかになった。
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